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私共東京室内歌劇場は1969年設立時からこれまで室内オペラ作品の上演に意欲的に取り組み、現在までに100以上のオペラ作品を紹介してまいりました。この度はブルガリア国際芸術祭の催しに参加させていただく運びとなり、当歌劇場の数あるレパートリーの中から特に評価の高い田中均作曲の『虎月傳』を上演いたします。同演目は今年3月にハンガリーでも上演され、好評を博しました。
『虎月傳』は、国語の教科書にもよく登場している中島敦の名作「山月記」をもとに作られた物語で、山月記自体は中国の「人虎伝」を素材としています。詩や文章の芸術に魂を奪われ、自己の詩を磨きあげようとひたすら努力しながらも、芸術に対する強い執念を断ち切れず虎と化してしまった詩人の激しい情熱と悲哀をあらわした作品です。ぜひこの機会にご来場いただき、現代日本のオペラ作品をお楽しみください。
オペラ『虎月傳』
日本語上演　ブルガリア語字幕付全一幕（日本語上演）約７０分
公演時間：2009年 5月27日（水）・5月28日（木）両日とも19：00開演

会　　　　場：文化宮殿第11ホール（ソフィア）
作曲◆田中　均　　原作◆中島　敦　　台本◆中村　栄

指揮◆寺嶋　陸也　演出◆栗山昌良
舞台美術：鈴木　俊朗　照明：室伏生大　衣裳：緒方規久子　舞台監督：田原　進　
キャスト
宿屋の女将：丹藤　麻砂美　　詩人の母親：永田　直美
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官人　　　：星野　  淳　　　虎と化す詩人：竹澤　嘉明
演奏
　ヴァイオリン　　　手島　志保　　

チェロ　　　　　　レオニード・グルチン

フルート　　　　　遠藤　剛史

ピアノ　　　　　　斎木　ユリ

パーカッション　　菅原　 淳
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【あらすじ】

　中国のとある地方の宿で、女将が、夜になろうとするのに山越えの旅に出ようとする官人（役人）を止めている。夜、ことに月夜となると、異形のものが人を襲う事件が続いており危険だというのである。官人は一笑に付して旅立ちを急ぐ。それに同行を申し出た老女がいた。行方不明になってしまった息子を捜しての旅をしているという。その息子は、思索にふけって官人としての務めも家族をも捨て、放浪の旅の途中のある夜、この宿屋から飛び出したまま行方知れずになったという。それを聞いた官人の心に、ふとかつての親友の面影が浮かぶ。まさか、と打ち消して出立ちする官人、必死にその後に従って山道を歩く老女――その二人の前を、稲妻のように横切ったものがいる。それこそ、この官人の旧友、そしてこの老女の息子の、変わり果てた化身だったのだ。化性となった男と官人とは、ともに昔を語り、ともに詩を誦して旧友をあたためる。級友の詩を世に出そうと約束する官人の友情を、今は人界を去った男は涙して謝するが、彼は、自分の親・妻子を気づかう言葉を口にはしない。彼には、その場にいて涙ながらに息子に呼びかける母の声も聞こえず、姿もうつらないのだ。暁近く、その場を去った二人が峠から見たものは、月光を受けて咆哮する虎の姿であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒沢弘光　筑波大学附属高等学校教諭）
　　　
制作：東京室内歌劇場
主催：National Palace of Culture
平成21年度文化庁国際芸術交流支援事業
東京室内歌劇場　　　オペラ『虎月傳』

















